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本日、勤務終了後に副町長交渉を行います。執行部は、副委員長以下で臨みます。
特徴的な交渉事項は次のとおりです。

	① 管理職の人数
４月から21人とされていますが、昨年４月は、それまでの20人から24人となりました。昨年の交渉では、「平成23年度末の管理職５人の退職を見越した準備で、行政の継続性を図る」「企画財政課と保健福祉課の主幹各１人は平成23年度限りの配置」との考えが示されていました。今後の管理職の人数についてどのように考えているのか確認します。
「定員管理計画」の＜平成37年４月１日87人＞の目標は、町長から今後見直しが必要との認識が、労使交渉でも議会においても示されていますから、将来、見直しがあることを前提に考える必要はありますが、４月１日の職員121人（未採用の保健師１人を含む）に対し、管理職は21人ですから、全職員の17.4％となります。全道平均は17.6％（2010年４月１日現在）
② 臨時職員の配置

事務職に係る４月からの臨時職員の配置について、３月末で定年退職となる方の採用も含め確認をします。

③ 業務の担当及び管理職の関わり

支会別討論会で意見のあった、いくつかの業務の進めに関して、４月以降の担当と管理職の関わりをどのように考えているのか確認をします。
	
	
	④ グループ・担当の職員配置

　機構改革は、庁舎及び中央公民館の改修後の配置を前提としているものと思われますが、４月の人事異動に際し、現行の事務室のなかで各グループ・担当の職員の配置（席）をどのように考えているのか確認します。

⑤ その他の意見反映
　多目的トイレの設置場所について、支会別討論会では、「東口に設置」に疑問の声が多くありました。「利用者の視点を第一に」「新設する相談室に近い方が良い」「もっと時間をかけて、障害などの専門知識や経験を有する者による会議などでの検討」など、皆さんから出された意見を反映します。



＝消防職員の課題や働く者が団結することの意味を考える１時間＝
埼玉県越谷市消防の「現場レポート」、自治労全消協会員の「声」、畑中美穂名城大学助教による「惨事ストレス問題」など、既存のメディアでは語られることのなかった「消防番組」です。
■放送日時　　３月２５日（日）午後６時～６時５５分　　
■チャンネル　衛星放送 ＢＳ１１　　

■番組名　　　本格討論 ＦＡＣＥ ～消防１１９､人命救助の職場から～
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	春闘は昨日14日に最大のヤマ場を迎え、大手労組では、経営側から一斉に回答が示されました。

電機メーカーでは、３月期の決算で過去最大の赤字に転落する見通しとなったシャープは、定期昇給は維持するとしながらも、今後、人件費全体の抑制を検討する方針が示され、協議が続けられることになりました。また、業績悪化によりグループ全体で１万人の人員
	
	
	削減を行う予定のＮＥＣも、定期昇給は維持させたものの、人件費を含む経費の節減策について協議継続となりました。ボーナスは、三菱電機が年間の平均で、前年の実績を２万５千円下回る159万１千円で決着しました。
一方、自動車では、大手企業の全てで定期昇給が確保されましたが、ボーナスは、前年の実績を下回っています。
　　　　【ＮＨＫ　ＮＥＷＳＷＥＢから概要】





	被災地では、懸命の復旧・復興の取り組みが進められ、行方不明者の捜索や避難住民の生活支援の取り組みが続けられています。しかし、被害が広範囲・大規模にわたることから、さまざまな困難が立ちはだかっています。
現地では、改めて公共サービスが抱える問題が明らかになっています。大規模災害により、上下水道、ガス、電力、通信、交通・運輸などのライフラインが激しく寸断されました。役場が破壊され、自治体そのものの機能が損なわれるという事態が起きました。「構
	
	
	造改革」路線によってもたらされた、人員削減による弊害、「平成の大合併」により他自治体に組み込まれた形の被災自治体での十分な情報や公共サービスが提供・供給されない事態も起きました。一方、支援をする側においても、要員や装備の不足で十分な支援体制を組めないという問題も起きました。
公共サービスの疲弊が復旧・復興の困難さを拡大させています。住民生活にとって密接な公共サービスの質を高め、再生することが問われています。





































































































































































































ONE FOR ALL ，ALL FOR ONE




















３月


１６(金) 第８回執行委員会


２２(木) 公務員連絡会全国統一行動


　　　　　※町職は教宣を発行し参加


２３(金) 団体生命共済 更新加入提出期日


　　　　　※支会担当執行委員が集約


２６週   特養・デイ臨時職員と懇談会


２７(火) 茶話会【町民会館】


17：30　0お母さんの味定番メニュー研究


　　　　　 田古有沙さんの報告会



































　　　　


　　　


　　　


　　　

















津別町でも二つの団体が助成をいただきました


・2009年度　津別町手をつなぐ育成会　（会長　新鞍忠信さん）


